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1.  平成21年9月期第3四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第3四半期 4,662 ― 368 ― 134 ― 61 ―
20年9月期第3四半期 5,016 △22.0 △43 ― △215 ― △473 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第3四半期 574.91 541.35
20年9月期第3四半期 △4,239.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第3四半期 6,992 3,703 43.9 28,850.80
20年9月期 7,196 3,858 44.0 29,656.59

（参考） 自己資本   21年9月期第3四半期  3,068百万円 20年9月期  3,164百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
平成21年９月期第１四半期の配当の原資は、資本剰余金であります。詳細は３ページ「資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳」をご覧ください。 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― ― ― ― ―
21年9月期 1,500.00 ― ―
21年9月期 

（予想）
1,500.00 3,000.00

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,400 △4.3 750 510.6 550 ― 400 ― 3,748.72
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は５ページ【定性的情報】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は５ページ【定性的情報】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
２．本資料に記載されている当社の業績見通しは、本資料の日付時点において入手可能な情報による判断及び仮定を前提にしており、実際の業績は様々
な要因によって異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第3四半期 112,391株 20年9月期  115,391株
② 期末自己株式数 21年9月期第3四半期  6,028株 20年9月期  8,688株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第3四半期 106,541株 20年9月期第3四半期 111,723株
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 平成21年９月期第１四半期の配当のうち、資本剰余金を配当原資とする内訳は以下の通りであります。 

 （注）純資産減少割合 0.047  

資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳

 基準日  第１四半期末 

 １株当たり配当金  1,500円 

 配当金総額  160百万円 

－3－



当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に持ち直しの兆しが見られるものの、設備投資の縮小や

雇用悪化に歯止めがかからないなど、先行きの不透明感を拭いきれず、また生活防衛意識の高まりによる個人消費

の低迷等、依然、厳しい状況にありました。 

このような状況の中、当社グループは、「お客様が最適・快適な購買環境で、簡単便利に保険を購入いただく」

ことを目標に掲げ、より多くのお客様に「生活防衛」としての保険見直しサービスの提供、販売に努めてまいりま

した。 

売上面では、日本最大級の保険比較サイト「保険市場（ほけんいちば）」を柱に、利便性と技術革新で目覚しい

進化を果たしているモバイル・サイトでの機能も充実させ、特にiPhone3GS、iモード等で利用できるサービスは最

新技術で対応しております。この結果、「保険市場（ほけんいちば）」サイトは圧倒的な来訪者数を確保し、新規

保険契約の増加に繋げております。 

また、リアル店舗である「保険市場（ほけんいちば）」につきましては「より便利に、より分かりやすく、より

快適に」をコンセプトとする店舗形態で３大都市圏を主体に出店を進め、「Web to Real」の機能とサービス向上に

取組み、多様化するお客様のご要望に機敏にお応えできる体制の構築により、貯蓄志向や節約志向へと急速に変化

してきたお客様ニーズを的確に捕らえてまいりました。 

さらに、Webサイトにおける効果的なプロモーション活動の結果、インターネットやモバイルを利用した資料請求

や問合せ・相談が着実に増加しており、元受保険会社の直販外務員と協同して対応する「協業」戦略を強化し、お

客様のニーズに幅広く、機動的に対応してまいりました。  

以上の取組みにより、当第３四半期連結会計期間における新規の保険契約件数は56千件、当第３四半期連結会計

期間末の保有契約件数につきましても308千件となりました。 

収益面では、Web関連費用を主体に外注費の削減（前年同期間比21.1％減）を図り、また全体的にコスト管理意識

の徹底により販売管理費の圧縮（前年同期間費11.6％減）に努めてまいりました。  

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,662百万円、営業利益は368百万円、経常利益は134百万円、四

半期純利益は61百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。 

 保険代理店事業におきましては、上述の展開により当第３四半期連結累計期間の営業収益は4,425百万円、営業利

益は382百万円となりました。 

 広告代理店事業におきましても、上記「保険市場（ほけんいちば）」のブランド力向上を背景に、Webマーケティ

ング手法をベースとした営業が奏功し、従来からのポスティングを中心とした「紙」の広告提案に加え、インター

ネット広告代理店としての成果により、当第３四半期連結累計期間の売上高は181百万円、営業利益は8百万円とな

りました。 

 損害保険事業におきましては、営業開始２年目にあたり契約獲得に向け、顧客サービス体制の拡充や営業体制の

見直しを図り、当第３四半期連結累計期間の売上高は50百万円、営業損失は0.6百万円となりました。 

 再保険事業におきましては、第２四半期連結会計期間より業務を開始しておりますが、当第３四半期連結累計期間

の売上高は4百万円、営業損失は3百万円となりました。 

  

  

（1）資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に比べ総資産は204百万円減少し6,992百万円、負

債は49百万円減少の3,288百万円、純資産は154百万円減少の3,703百万円となりました。 

 資産の減少の主な要因は、売掛金の減少84百万円であります。負債の減少の主な要因は、社債の減少150百万円で

あります。また、純資産の減少の主な要因は配当による資本剰余金の減少160百万円であります。 

  

（2）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ362百万円減少し、790百万円となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュフローの状況は次

の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは774百万円の増加となりました。これは主に、減価償却費207百万円、繰延

資産償却額169百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 投資活動によるキャッシュ・フローは668百万円の減少となりました。これは主に、保険業法第113条繰延資産の

取得による支出398百万円、投資有価証券の取得による支出343百万円等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは469百万円の減少となりました。これは主に、社債の償還による支出150百

万円、配当金の支払額158百万円等によるものです。 

  

 平成21年９月期の連結業績予想につきましては、平成21年５月７日公表の連結業績予想値に変更はありません。 

  

  

 該当事項はありません。  

   

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方

法によっております。 

 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。  

  

①四半期連結財務諸表に関する会計基準等の適用 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②リース取引に関する会計基準等の適用 

 当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から平成19年３月30日改正の「リース取引に関する会計基準」（企

業会計基準委員会 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員

会 企業会計基準適用指針第16号）を早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更しておりま

す。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 915,724 1,382,512 

受取手形及び売掛金 1,238,433 1,323,414 

繰延税金資産 152,548 109,537 

その他 248,202 368,987 

貸倒引当金 △1,040 △583 

流動資産合計 2,553,867 3,183,869 

固定資産   

有形固定資産 205,119 179,726 

無形固定資産   

のれん 224,016 234,087 

広告実施権等 234,765 262,855 

ソフトウエア 451,228 409,646 

その他 20,947 2,882 

無形固定資産合計 930,958 909,471 

投資その他の資産   

投資有価証券 267,017 112,981 

保険積立金 1,293,605 1,267,632 

差入保証金 424,930 414,516 

その他 289,804 270,142 

投資その他の資産合計 2,275,357 2,065,273 

固定資産合計 3,411,434 3,154,471 

繰延資産   

開業費 174,967 203,434 

開発費 212,683 349,902 

保険業法第113条繰延資産 624,112 285,585 

その他 15,050 19,334 

繰延資産合計 1,026,813 858,257 

資産合計 6,992,116 7,196,598 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,362 18,632 

短期借入金 1,642,400 1,713,400 

賞与引当金 183,204 129,486 

その他 691,636 660,029 

流動負債合計 2,534,603 2,521,549 

固定負債   

社債 450,000 600,000 

長期借入金 98,100 167,400 

退職給付引当金 30,814 21,770 

その他 174,998 27,363 

固定負債合計 753,912 816,533 

負債合計 3,288,515 3,338,082 
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